
















































































































































































































































































































































































































































 

 

 

参考資料１ 

 

誤記修正箇所について 

 

１．概要 

本資料は、変更認可申請及び補正申請に合わせ実施した誤記修正について説明するもので

す。 

 

２．新規制基準対応工認時における誤記修正箇所について 

当該箇所は、新規制基準対応工認における誤記であり、耐震・強度評価結果に影響を与

えるものでないことを確認しております。また、これまでの変更認可申請、軽微変更届出

の範囲外であったことから、今回の変更認可申請に合わせて、修正して申請しておりま

す。 

当社としては、過去に大飯３,４号機、美浜３号機、高浜１,２号機新規制基準対応工認

時にも誤記が複数あることが判明し、その際の不適合処置として、誤記の要因となった

「エビデンスとの確認」、「工認作成要領を踏まえた確認」、「誤字・脱字」の観点を意

識した申請書全体の確認を実施したものの、今回判明した当該箇所の誤記については発見

できず、修正できていませんでした。また、不適合処置で実施した確認と同じレベルの確

認を以降の申請においても実施するため、この不適合に対する是正処置として、申請書作

成時の確認において、これらの要因を踏まえたセルフチェック及びダブルチェック並びに

確認箇所でのサイドチェックを実施することとし、その旨を社内標準に反映しました。 

一方、今回の変更認可申請にあたり、過去の記載誤りの要因を踏まえた最新のＱＭＳに

基づく変更認可申請書の作成において、「適合性確認対象設備の各条文への適合性を確保

するための設計（設計２）」の設計結果等を用いて添付書類を作成する際に、新規制基準

対応工認の当該箇所の誤記が確認されました。 

新規制基準対応工認において誤記が発見されず、今回発見できた理由としては、当時は

変更認可申請等の法令手続きが必要となる工事計画書本文及び後段に控える使用前検査前

に適正化が必要となる添付資料の確認への意識が強くなり、確認に濃淡が生じたことと考

えています。 

今後の申請書の作成においても、引き続き最新のＱＭＳに基づいて、申請書を作成する

とともに、過去申請時の誤記が発見された際には、設備への影響評価及び必要な不適合・

是正処置を行い、記載の修正（適正化）を適切に実施いたします。 

 
 
 
 
 










